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金
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主
義
的
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民
経
済
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基
礎
理
論
・
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j
i
-
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経
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串
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杉
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一
郎

「
孤
立
園
」
に
於
け
る
牧
獲
逓
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担
済
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士
山
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明
司
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山

ロ
イ
ヅ
に
於
け
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再
保
険
の
操
作
:
:
・
組
済
構
士
佐
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宣
平

最
近
濁
遁
に
於
け
る
公
債
政
策
論
・
-
経
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「
疎
立
園
」
に
於
げ
る
牧
穫
遁
減
法
則

山

亮

岡

ー.

牧
穫
遁
減
法
則
は
過
去
の
時
代
に
絞
ぺ
現
在
文
化
岡
氏
に
到
す
る
布
機
的
生
産
物
の
供
給
を
、
よ
り
困
難
た
ら
し
め
て
ゐ
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
屡
ミ
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
に
拘
は
ら
歩
、
こ
の
法
則
が
私
経
済
的
牧
録
性
の
上
に
、
如
何
友
る
程
度
の
寅
際
的
作
用
を
及

げ
ず
か
に
闘
し
て
は
問
題
と
せ
ら
れ
る
こ
と
が
細
め
て
砂
い

Q

ブ
リ
ン
ク
マ
ン
は
私
杭
神
的
牧
ム
批
判
U

の
見
地
よ
り
と
の
訟
則
の
作
則

4
ん
づ
中
小
松
則
を
白
然
訟
則
た
り
」
」
見
る
け
町
中
川

J

寸
土
地
を
闘
志
諜
的
に
糾
問
す
る
時
、

(
註
)

ず
る
わ
け
に
行
か
ぬ
事
は
牧
盆
増
加
漸
減
の
法
則
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。

'
i
:
:

も

を
芳
元
l
可

任
意
量
の
第
館
、
資
本
を
投

T

こ
の
自
然
事
賓
は
、
農
業
に
於
る
粗
牧
径
は
経
営
費
増

加
と
歩
調
を
一
に
し
左
い
事
、
個
h

の
経
叫
営
費
単
位
に
割
腹
す
る
粗
牧
益
増
加
は
一
定
限
界
か
ら
次
第
に
遁
下
し
、
遂
に
は
全
く
消

失
す
る
事
を
教
へ
る
。
こ
の
法
則
性
は
貫
に
凡
ゆ
る
種
類
の
排
種
費
に
安
営
す
る
o
」
か
、
る
自
然
法
則
を
私
経
済
的
に
見
、
経
替
費

及
び
粗
牧
盆
に
封
し
貨
幣
慣
値
を
用
ひ
る
な
ら
ば
、
「
之
は
印
ち
、
単
位
縦
管
費
の
貨
幣
額
と
之
に
針
舷
す
る
牧
径
の
貨
幣
債
依
と

の
聞
の
聞
き
が
漸
次
減
少
し
、
牧
担
金
増
加
の
最
高
限
界
に
到
達
す
る
前
に
マ
イ
ナ
ス
に
た
ら
ね
ば
左
ら
ね
と
い
ふ
事
、
夫
放
に
絶
謝

最
高
の
牧
盆
を
獲
む
と
す
る
事
、
況
ん
や
集
約
度
を
任
意
に
増
進
す
る
事
等
は
安
営
で
あ
り
件
友
い
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
。
私
経

済
的
に
許
容
し
得
べ
き
経
替
最
高
限
界
は
常
に
限
界
牧
盆
と
限
界
経
営
費
と
が
一
致
す
る
結
、
換
言
す
れ
ば
、
最
終
の
単
位
粧
替
費

「
狐
立
図
」
に
於
け
る
牧
穫
逓
減
法
則

第
四
十
四
巻

五
八
三

第
四
銃

O 

Vgl.， Th・ Brinkrnann;.Die Okm:，川川k<1. Iaロdw.Betriebes S. 33・(G.d. S. 
VII) 
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「
孤
立
閤
」
に
於
け
る
収
穫
逓
減
法
則

第
四
十
四
巻

C 

五
八
四

'
J
川
M

4

b
函】
JLM

首
H
車

が
、
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
に
到
す
る
利
，
十
を
も
合
め
て
、
之
に
針
応
ず
る
粗
牧
ハ
峠
一
部
分
に
よ
っ
て
、
向
品
川
皮
償
は
れ
る
貼
に
あ
る
。

:
:
:
貨
に
と
の
最
向
限
界
は
、
同
時
に
ま
た
集
約
皮
一
般
に
射
す
る
収
盆
性
限
界
で
も
あ
る
。
芳
し
農
業
者
が
農
企
業
の
目
的
を
到

定
せ
ん
と
す
る
友
ら
ば
、
山
一
H

同
然
こ
の
回
以
前
限
外
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
猪
り
と
の
最
古
川
限
界
を
超
ゆ
る
こ
と
の
み
た
ら
や
、
絞
叫
河

2
 

費
が
之
に
達
し
な
い
事
も
亦
利
潤
乞
損
傷
す
る
。

い
は
U

向
者
は
利
潤
の
積
似
的
指
小
へ
で
る
り
、
後
者
は
そ
の
消
極
的
民
失
で
あ

る。

i
利
間
在
申
る
可
能
川
U
h
r
一
利
用
し
来
さ
ね
こ
」
」
に

t
る
掛
μ
べ

。
と
れ
は
本
山
ム
則
か
ら
卜
じ
ド
明
解
ぜ
ら
れ
る
o
M宵

γ
る
に
も
「
良
八
位

業
K
H配
て
は
.
J

収
益
然
確
定
せ
る
集
約
皮
の
場
合
に
の
み
回
以
前
の
利
潤
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
o
過
ぎ
た
る
集
約
皮
は
積
叡
的
の
摂

害
を
、
も
允
た
ぎ
る
集
約

h

肢
は
利
潤
の
減
殺
を
結
果
す
る
。
と
の
命
題
は
、
粧
品
百
集
約
皮
の
、
他
の
凡
ゆ
る
訟
則
を
誘
導
す
る
た
め
の

上
級
事
賞
で
あ
る
「
」
而
し
て
ζ

の
命
題
が
牧
続
増
加
漸
械
の
法
則
の
ヒ
に
基
礎
を
世
く
と
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
か
〈
の
如
く

プ
リ
ン
ク
マ
ン
は
農
業
の
弘
経
済
的
観
則
上
り
収
穫
逓
減
法
則
の
作
用
を
明
か
に

L
、
特
に
本
法
則
は
極
経
捕
に
於
る
経
済
行
潟
が

趨
蛍
た
る
か
否
か
を
確
定
す
る
基
準
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
私
経
済
が
最
も
合
加
的
に
土
地
僻
労
働
資
本
の
各
生
産
要
素
を
結
合
す
る

能
力
を
持
た
ぬ
た
め
に
、
損
失
を
賀
し
た
り
、
或
は
営
然
獲
得
し
得
ぺ
き
利
潤
を
獲
得
し
得
ぬ
と
い
ふ
事
責
を
表
示
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
。
か
く
牧
穫
逓
減
法
則
を
私
経
済
的
に
問
題
と
す
る
時
、
最
も
興
味
深
き
は
農
業
経
済
事
の
始
姐
た
る
チ
ウ
ネ

ン
の
「
孤
立
図
」
を
構
成
す
る
某
本
原
理
で
あ
る
。
牧
ム
金
作
限
界
の
標
一
不
者
と
し
て
の
本
法
則
が
「
州
立
闘
」
に
於
で
如
何
友
る
役
割
を

は
た
し
て
居
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
無
意
義
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
蓋
し
「
孤
立
図
」
に
於
て
把
撮
せ
ら
れ
る
訟
則
視
は
単
純
で
あ

る
が
、
含
蓄
多
き
、
示
唆
に
と
め
る
も
の
と
信
や
る
の
と
、
更
に
現
枚
、

工
業
部
門
に
於
て
は
経
轡
合
理
化
原
則
が
単
位
経
替
構
成

の
オ
プ
テ
イ

7
1
ル
訟
欣
態
を
貧
現
ぜ
ん
と
す
る
孤
立
的
領
域
を
征
服
し
重
し
て
、
今
や
経
替
相
互
聞
の
範
聞
に
迄
横
犬
せ
ら
れ
、

B.inkmann; a. a. O. S・32-33・16頁以下
近藤康男氏、チウ宇ン孤立幽の研究、 87頁参照

2) 

3) 



綜
合
的
経
品
百
慌
系
の
調
拘
的
構
成
に
迄
尚
め
ら
れ
て
居
る
の
に
封
し
、
農
業
部
門
に
あ
っ
て
は
多
く
の
場
合
、
未
だ
、

一
経
営
内
部

の
生
産
諸
要
素
を
最
も
A
口
則
的
に
結
合
す
る
と
い
ふ
基
本
的
組
織
原
則
を
完
全
に
朋
併
し
.
消
化
し
て
居
ら
ぬ
扶
抽
出
で
あ
る
等
の
諸

理
由
に
よ
る
。
向
チ
ウ
ネ
ン
が
英
同
の
ウ
エ
ス
ト
、

リ
カ
ル
ド
オ
と
同
時
代
の
経
済
事
者
で
あ
り
た
が
ら
、
そ
の
牧
穫
逓
減
法
則
に

対
す
る
認
識
に
甚
だ
異
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
法
則
は
公
却
一
的
な
る
も
の
と
し
て
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
針
し
.
前

訴
に
あ
っ
て
は
農
業
の
賞
際
的
知
識
に
よ
る
諮
問
が
左
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
チ
ウ
ネ
ン
が
訟
則
な
る
一
己
葉
を
何
出
胞
に
も
使
用
し
て

ゐ
な
い
矧
に
定
に
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。

(
註
)-一

一
段
ご
吹
正
予
三
島

h

城
公
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ニ
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U
け
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じ
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す
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と
，
士
乞
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l
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-
-
1
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1
1
)
-
t
J
1
1
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ト
よ
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-
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1
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1
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汀
功
併
」
J

ー
ヒ
‘

、d

る
こ
と
に
上
り
、

よ
り
遠
隔
な
る
土
地
が
耕
作
せ
ら
れ
る
と
と
に
よ
り
‘
( 

) 、

既
耕
地
に
よ
り
多
く
の
労
働
及
び
資
本
が

( 

) 、

投
下
せ
ら
れ
る
と
と
に
よ
り
。

チ
ウ
ネ
ン
は
第
二
、
並
び
に
第
三
の
作
用
を
明
確
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
先
づ
楓
て
の
土
地
を
等

質
と
前
提
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
第
一
の
粗
牧
谷
増
大
の
場
合
を
観
察
の
外
に
殴
〈
。
後
に
至
っ
て
始
め
て
、

土
地
の
肥
沃
度
の
左

異
に
よ
り
、
彼
の
研
究
の
結
果
に
如
何
な
る
鑓
化
が
策
さ
れ
る
か
を
示
す
。
然
ら
ば
チ
ウ
ネ
ン
の
牧
稽
一
遁
減
法
則
に
劃
す
る
準
的
功

績
は
之
を
何
慮
に
求
む
ぺ
き
で
る
る
か
。
勿
論
之
は
市
場
か
ら
距
離
の
増
す
に
従
ひ
、
運
送
費
の
増
え
す
る
事
賓
の
謹
明
に
あ
る
わ

け
で
は
た
い
。
斯
か
る
と
と
は
詮
明
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
況
ん
や
、
そ
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
結
論
、
部
ち
費
用
宇
一
差

し
引
い
た
後
、
農
業
者
に
浅
さ
れ
る
債
格
は
、
経
替
が
市
場
か
ら
遠
け
れ
ば
遠
い
程
、
日
分
と
小
と
な
る
と
云
ふ
黙
に
あ
る
の
で
は
泣

い
。
チ
ウ
ネ
ン
の
功
績
は
、
寧
ろ
、
耕
作
に
投
ぜ
ら
れ
る
労
働
並
び
に
資
本
が
大
と
な
り
小
と
な
る
に
謄
じ
て
、
ツ
エ
ン
ト
ナ
ア
常

「
孤
立
図
L
に
於
け
る
牧
縫
逓
減
法
則

第
四
十
四
巻

五
八
五

第
四
務

O 

(註)以下D親祭に於ては、農業紹替の立地が農業耕作方式にあたへる作用につい
て白チウネン町有名かる皐設は牧穫週減法貝IJZI主らの導出物としてあらはれる
かぎりに於でのみ問題kナz。
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'930. S. 1I. u. S. 52. 
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「

孤

立

図

」

に

於

け

る

牧

穫

遅

減

法

則

第

四

十

四

巻

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
の
穀
物
の
費
則
が
、
如
何
に
増
減
踊
変
化
す
る
か
を
、
明
確
去
ら
し
め
た
と
と
ろ
に
あ
る
。

五
八
六

第
四
貌

O 
四

土
地
に
投
下
さ
れ
る
持
働
及
び
資
本
の
量
の
大
小
に
舷
じ
て
集
約
経
替
と
粗
放
経
営
と
が
匝
則
さ
れ
る
。

と
れ
を
農
業
粧
営
方
式

よ
り
云
へ
ば
、
三
岡
式
、
穀
草
式
、
輪
栽
式
、
白
山
式
の
四
組
織
に
匝
介
さ
れ
る

併
し
此
等
個
々
の
経
営
組
織
内
に
於
て
も
集
約

段
階
の
相
異
は
可
能
で
る
る
。
今
、
経
営
が
牧
穫
遁
減
法
則
の
指
針
に
従
ひ
.
合
理
的
牧
益
性
限
界
に
あ
り
と
す
れ
ば
、

そ
の
集
約

民
に
謎
化
h
q
一
鵡
芯
し
め
る
に
は
、

何
等
か
の
外
部
的
刺
的
引
が
必
要
で
あ
り
0
0

!
f
j
L
I
〉
両
当
日
、

K
I
P
-
v
h

、
，
.
〉
恥
九
広
告
司
ぃ
、
:

E

L
寸
ト
ド

/
[
F
F
剖
I

力
主
化
ぐ

k
t
/
之
グ
一
h

肯
d
L一
凶
吋

ι
F
J
H

基
く
需
一
安
の
増
加
・
共
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
債
格
が
勝
賞
し
た
と
す
る
。
部
ち
、

チ
ウ
ネ
ン
の
常
に
前
提
す
る
所
の
合
理
的
経
替

に
於
て
、
合
理
性
を
保
持
し
つ

L
既
存
の
合
越
的
集
約
度
以
上
に
支
出
を
増
大
し
得
る
た
め
に
は
、
農
産
物
債
格
は
騰
貴
し
て
居
ら

と
い
ふ
の
は
よ
り
集
約
的
友
る
粧
同
月
に
よ
り
得
ら
れ
た
間
単
位
生
産
物
は
、
よ
り
粗
放
的
危
経
替
に
よ
り
得
ら
れ
た

よ
り
多
く
の
生
産
費
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
並
び
に
労
働
へ
の
支
出
の
増
大
に
よ
り
、
粗
牧
益
を
高

ね
ば
な
ら
な
い
。

単
位
生
産
物
よ
り
も
、

め
ん
が
た
め
に
は
、
先
づ
播
稜
費
‘
耕
作
曲
ー
を
増
さ
ね
ば
た
ら
む
が
.
そ
れ
と
同
時
に
牧
納
費
及
び
一
般
経
貸
出
且
も
亦
増
大
す
る
。

(
註
)

か
く
て
全
般
と
し
て
費
財
は
牧
従
よ
り
も
精
し
、
換
一
吉
す
れ
ば
、
穀
物
ツ
エ
ン
ト
ナ
ア
首
り
の
貸
別
は
増
大
す
る
。
先
づ
作
物
問
一

の
揚
合
の
経
管
費
の
増
加
を
観
察
す
る
。

二
)
、
肥
料
の
増
投

士
地
改
良
の
三
つ
の
抑
留
合
が
考

合
己
、
持
働
の
集
約
化
、
(
三
)
、

へ
ら
れ
る
。

乙
誌
に
牧
穫
逓
減
法
則
が
問
題
と
友
る
の
で
あ
る
。
第
一
の
場
合
、
今
も
し
施
肥
を
大
に
し
て
土
地
の
紘
物
管
養
素
の

且
-
旦
を
増
す
た
ら
ば
、

一
定
恥
か
ら
投
下
を
増
す
と
共
に
、
牧
盆
目
的
に
闘
し
て
は
完
全
に
毅
間
取
を
失
ひ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
有
害
で
さ

長

へ
あ
る
。
「
一
定
土
地
に
小
婆
一
手
均
収
穫
の
最
大
が
十
ケ
ル
、
ヰ
ル
で
・
あ
る
と
す
れ
ば
、
七
匝
穀
草
式
に
於
て
‘
千
卒
方
ル
l
ト
に
つ
き

三
七
一
一
一
度
の
聖
度
の
も
の
と
す
る
時
、
こ
の
経
営
方
式
に
る
っ
て
は
追
加
的
に
壁
度
を
高
め
る
こ
と
は
徒
労
で
る
る
。
何
故
・
な
ら
ば

V ヱツフ "'-Jレのライ葬の欣穫I':..J:V土地:h--bうぽはれ，

(註)この場合、生産費節約的援明、登見がなされて暦ら包むものとする。
普 10ケルネルとは百平方ルートの土地土 V10::"""孟ヴフヨールの牧穫があげ ιれ畠

ことを示ナc
E度とは、 Zベル Hν 、
る植物祭養棄の量
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そ
の
結
果
は
、
伏
殺
と
(
円
売
2
r
G
ヨ
)
従
っ
て
減
少
せ
る
牧
穫
を
も
た
ら
す
の
み
?
あ
ら
う
か
ら
o
」
チ
ウ
ネ
ン
自
ら
是
に
闘
す
る
統

計
的
研
究
の
結
巣
を
吠
の
如
く
の
べ
る
。
「
従
来
の
農
業
責
撃
の
健
系
は
、

土
壌
の
収
穫
力
は
そ
の
舵
力
と
、
従
っ
て
同
じ
土
壌
に
劃

し
で
は
、
右
機
質
含
量
と
、

正
比
例
す
る
。
従
っ
て
一
一
倍
の
有
機
質
含
量
を
有
す
る
土
壊
は
牧
穫
も
亦
二
倍
で
あ
る
と
い
ふ
前
提
の

下
に
立
っ
て
ゐ
る
。
:
:
:
し
か
る
に
従
来
こ
の
問
題
に
向
け
ら
れ
た
観
察
は
失
の
と
と
を
示
し
た
。
土
壌
の
組
成
同
じ
〈
肥
力
も
等

し
き
耕
地
に
針
し
百
平
方
ル
1
ト
毎
に
厩
肥
一
一
一
卒
、
四
卒
、
五
車
、
六
車
等
を
入
れ
る
時
は
、
上
り
多
〈
加
へ
ら
れ
た
厩
肥
は
漸
次

に
小
な
る
増
牧
を
示
す
こ

BPV
一
鏑
物
性
肥
料
を
一
定
数
量
以
上
増
加
す
れ
ば
そ
の
後
の
附
加
分
は
す
べ
て
植
物
成
長
の
促
進
に
完
全

に
放
呆
た
し
と
た
る

3

然
る
に
動
植
物
肥
料
の
迫
加
此
必
や
し
も
常
に
布
利
で
は
友
い
が
、

と
ヒ
り
日
比
札
ブ
斗
J

コペ
t
C
L
Q
z
d
ゅ

日
掃
除
、
ゆ
た
か
た
成
育
を
結
果
す
る
。
た

:
-
u
i
:
t
 

u
f
t点
4
p
d
上

A
W
A

i
t
-
i
 I._~ 

;:J 
，}q 

" 寸
;'1・
l、
J -J 

一
唐
銑
く
牧
穫
遜
減
法
則
の
あ
ら
は
れ
る
の
は
、
経
営
の
集
約
化
が
僻
労
働
支
出
の
増
大
に
よ
る
場
合
で
る
る
。
邸
ち
持
働
者
数
が

増
加
す
れ
ば
、
後
の
弁
働
者
の
叫
労
働
結
某
は
先
の
そ
れ
上
り
減
少
す
る
。
た
と
へ
ば
次
の
如
し
。

二
一
人

二
一
一
人

二
三
人

二
四
人

ニ
O
人

一
九
人

一O
O
シ

ヱ

ツ

フ

孟

ル

九

O
タ

八、

O
七
三

一一一
一
二
三

~ • ク

乙
れ
を
超
え
る
な
ら
ば
持
働
集
約
度
を
増
す
こ
と
は
有
利
で
は
な
く
、
し
か
も
こ
の

倒
大
は
持
賃
を
同
一
と
し
て
生
産
物
の
一
債
値
に
依
存
し
て
ゐ
も
r

こ
の
慣
値
が
一
向
け
れ
ば
高
い
だ
け
、
盆
と
努
働
集
約
度
は
高
め
ら

か
く
の
如
く
弊
働
牧
益
の
極
大
が
存
在
し
、

「
孤
立
国
」
に
於
け
る
牧
種
選
減
訟
則

五
八
七

。
五

第
四
十
四
巻

第
四
競
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「
孤
立
図
」
に
於
け
る
牧
穫
返
減
法
則

れ
得
る
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
、
緬
羊
の
飼
料
に
用
び
ら
れ
た
馬
鈴
馨
が
一
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
に
つ
き
五
シ
リ
ン
グ
、
努
賃
が
一
人
八

第
四
十
四
巻

五
八
八

第
問
抽
抗

一C
六

シ
リ
ン
グ
左
ら
ば
、
た
Y

人
人
煙
は
れ
る
の
み
、
と
の
場
合
土
地
に
生
育
せ
る
馬
鈴
薯
の
線
量
を
百
シ
ヱ
ツ
7

4

ル
と
ず
れ
ば
、
収
穫

量
は
九
六
・
八
シ
エ
ツ
フ
ヱ
ル
台
る
る
。
反
+
向
、
馬
鈴
薯
が
馬
匹
の
飼
料
、
相
川
精
醸
法
共
他
工
業
に
旧
び
ら
れ
て
一
九
U

V

Z

ツ
7

ヱ
ル

に
つ
き
十
六
シ
リ
ン
グ
に
襖
併
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
十
一
人
の
持
働
肴
が
屈
は
れ
、
九
八
・
八
シ
エ
ツ

7

ヱ
ん
が
牧
穫
せ
ら
れ
る
。

加
仰
ぷ
州
、
生
漆
物
倒
値
を
一
定
と
し
、
持
貨
の
機
長
は
口
舵
備
務
働
者
数
を
減
ゆ
せ
し
め
、
収
納
し
、
脱
穀
す
ぺ
骨
農
産
物
の
減
ゆ
を
来

す
.
村
山
刀
働
部
刊
教
を
そ
の
同
仰
に
よ
っ
て
判
読
h
r
L
4
1
宇
ろ
限
度
に
於
で
品
川
川
ず
る
こ
と
が
企
業
内
の
利
統
?
あ
り
引
の
だ
仙
ら

そ
の
獲
得
す
る
弊
賃
に
よ
っ
て
吸
ひ
議
さ
れ
る
射
に
る

ι。

野
動
払
p

i
-
-

♂
 

桝
加
の
限
副
作
は
最
終
第
働
者
の
品
川
口
牧
ず
る
生
産
物
が
、

粗
牧
径
は
更
に
土
地
改
良
に
よ
っ
て
丙
め
ら
れ
る
。
之
に
よ
り
年
々
繰
り
返
へ
さ
れ
る
労
働
が
節
約
さ
れ
得
る
。
併
し
斯
か
る
改

良
が
す
ぺ
て
同
様
に
放
浪
的
で
は
友
い
か
ら
、
何
庭
ま
で
A
H
m
的
に
行
は
れ
得
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
と
の
解
党
日
は
中
川
の
如
〈
で
る

る
。
邸
ち
「
投
下
資
本
に
針
北
せ
ら
れ
た
放
処
が
、
資
本
を
貸
し
て
も
ら
へ
る
利
子
よ
り
大
き
い
様
友
綿
て
の

J
地
改
良
は
有
利
に

企
て
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
」
か
く
て
土
地
生
産
物
の
溺
蛍
友
情
絡
の
下
に
利
子
歩
合
の
低
い
場
合
、
土
地
改
良
は
一
定
臨
ま
で
有
利
で

&
る
。
低
い
土
地
償
絡
と
、
高
い
品
労
賃
を
件
ふ
を
常
と
す
る
高
い
利
子
歩
合
に
於
て
は
、
七
地
改
良
の
牧
谷
は
飴
り
に
小
で
支
出
を

償
は
ね
。
婆
之
、
農
業
に
於
て
は
収
穫
遁
減
法
則
の
支
配
を
受
け
た
い
所
の
、
従
っ
て
私
経
済
的
に
み
て
相
針
的
重
要
性
以
上
の
重

要
性
を
有
す
る
粧
品
凸
噛
耳
目
と
で
は
た
い
。
日
ど
の
費
目
で
も
、
経
済
的
に
許
本
し
mw
ぺ
き
景
の
限
度
は
、
限
界
部
分
の
慣
備
の
均
衡
欣

態

l
隈
同
件
費
用
部
分
の
偵
似
と
そ
れ
が
あ
げ
る
牧
谷
部
分
慣
航
と
の
均
衡
す
る
恥

l
k見
出
さ
れ
る
。
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市
ー
に
五
日
々
は
一
の
絞
替
方
式
が
牧
穫
遁
減
法
則
を
法
底
と
し
て
如
何
に
他
の
経
替
方
式
陀
移
行
す
る
か
を
、
換
言
す
れ
ば
法
則
を

芯
軸
と

L
て
の
各
粧
品
百
万
式
の
交
代
同
開
係
を
樹
祭
し
よ
う
。

こ
L

で
は
「
孤
立
図
」
の
前
提
た
る
「
肥
沃
度
一
定
」
は
解
か
れ
て
居
ら

ぬ
。
従
っ
て
市
場
へ
の
交
通
地
位
の
使
否
の
み
が
問
題
と
な
る
。

二
)
、
三
圃
式
は
こ
L

に
あ
げ
る
他
の
二
方
式
に
比
し
て
、
そ
の

交
通
地
位
が
よ
り
不
便
在
る
た
め
、
農
産
物
の
庭
党
問
絡
は
低
嫌
で
あ
り
、
牧
措
惜
滋
減
法
則
は
よ
り
速
か
に
、
換
言
す
れ
ば
低
き
集

約
皮
に
於
て
肢
に
現
一
ボ
ず
る
。
(
二
)
、
倫
栽
式
は
そ
の
交
通
地
位
が
市
場
に
最
も
近
接
せ
る
た
め
、
販
費
費
川
及
び
工
業
製
品
購
入

河
川
は
甚
だ
術
的
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
れ
だ
け
段
魔
物
の
庭
先
債
悔
は
尚
f
、
、
牧
穫
遁
減
法
則
は
よ
り
遅
れ
て
、
瑛
一
一
一
パ
す
れ
ば
、

け
い
は
川
き
集
約
虚
に
は
に
で
始
め
て
現
ぷ
ず
る
。

(
一
一
一
)
、
現
市
式
内
団
交
湿
地
位
が
刑
者
の
中
明
に
位
ず
る
局
、
法
則
の
作
用
も
川
付
の
中

1，.:.1 
!i~ 
-ト

d 

dむ

川
く
れ
か
川
く
れ
ば
出
材
料
川
1
T
4
仰
と

l
て
河
村
尚
十
ha

式
に
議
問
刀
注
さ
れ
る
と
」

，l)l 
t亡

111 

~~if 
院l
'1'1:. 

cliJ 

リ
カ
ル
ド
オ
に
於
け
る
農
業
賀
際
知
識
の
快
之
、
そ
の
農
業
観
に
於
け
る
倒
度
の

(
註
)

千
ウ
ネ
ン
の
功
績
は
一
居
明
白
で
あ
ら
う
。
し
か
ら
ば
殺
慣
の
低
落
と
共
に
生
や
る
所
の
穀
草
式
よ

り
三
園
式
へ
の
移
行
に
件
ふ
経
済
上
の
結
果
は
如
何
で
あ
る
か
。

な
ら
し
め
た
こ
と
は
チ
ウ
ネ
ン
の
功
績
で
あ
リ
、

市
純
性
を
劃
服
す
る
な
ら
ば
、

穀

慣

二

シ

ヱ

ツ

プ

エ

ル

常

り

)

一
・
五
タ
1

レル

0
・ft
ク

つ・凶一一一七夕

> 

地
代

戸~ー、

三殺
岡草
式式

九
六
一
ニ
タ

一
O
八
タ

一
一
九
少

一
八
一
八
タ
1

レル

一
一
一
九
タ
l

レル

。

ハ
一
九
ク

冗
六
'r

穀
草
式
は
三
岡
式
に
封
し
プ
ラ
ス
六
九
九
タ

1
レ
ル
、
プ
ラ
ス
三
四
四
タ
l
レ
ル
、

一タ

1
レ
ル
、

マ
イ
ナ
ス
五
六

マ
イ
ナ
ス

タ
l
レ
ん
の
順
で
差
異
を
生
や
る
。
印
ち
或
程
度
以

k
債
俗
が
低
落
す
る
友
ら
ば
、
集
約
度
の
粗
放
化
に
よ
っ
て
の
み
牧
穫
逓
減
法

「
孤
立
問
」
に
於
け
る
収
穫
逓
減
法
則

五
八
九

第
四
鋭

O 
寸ゴ

策
四
十
四
巻

よ、

B.Ohlinはリカルドオ地代論とチウ r:.::'" J也{c論左を比較して日〈、「後の畢者
がリカル 1'-オり行き方では"しに、ザーウドン 0それに従っ亡研究したとすれ
ば、事~f掛阜の領土空にm.ける i注歩は今 11 Jりももっと著しかったことであらう
に:J!:。
Bertil Ohlin ; Some Aspects of The寸，eoryof Rent; von Thiinen and Ric:l.rdo 
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「
孤
立
図
」
に
於
付
る
収
穫
遅
減
法
則

第
四
十
四
巻

第
四
競

五
九
O

O 
，'-

則
の
重
師
置
を
逃
れ
得
る
と
と
L
た
り
、
方
式
は
必
然
的
に
三
国
式
に
締
換
せ
ら
れ
る
。
穀
草
式
に
よ
れ
ば
、
多
量
の
肥
料
生
産
が
可

上
り
大
友
る
粗
牧
径
が
獲
得
き
れ
る
に
拘
は
ら

能
で
あ
り
、
地
中
の
植
物
柴
養
素
を
よ
り
多
く
利
用
し
得
て
、

乙
の
結
果
と
し
て
、

十
、
こ
の
方
式
は
よ
り
少
量
の
粗
牧
谷
し
か
あ
げ
得
ね
所
の
粗
放
的
方
式
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
蓋
し
穀
草
式
に
於
て
は
、
穀
債
の

低
廉
・
な
る
揚
ム
口
に
は
、
獲
得
せ
ら
れ
る
牧
徒
に
よ
っ
て
、
方
式
が
必
然
に
粛
す
所
の
費
用
の
増
大
を
償
び
符
ぬ
た
め
で
あ
る
。

古道

〈

ω
如
〈
毅
草
式
が
三
間
式
に
総
封
耐
に
優
越
す
る
こ
と
た
く
、
粧
管
組
織
の
仰
れ
が
賓
際
に
有
利
怠
る
か
は
穀
偵
の
高
低
に
よ
り
制

約
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
殺
慣
が
高
炉
一
低
成
?
あ
れ
ば
二
一
畑
一
六
に
、
高
け
れ
ば
殺
事
式
に
、
偵
怖
が
一
所
一
J
M
し
た
と

γ
れ
ば
、

|許可

で
は
純
収
益
を
あ
げ
得
ぬ
υ

し
か
も
三
岡
式
に
於
て
は
、
他
の
方
式
上
り
比
較
的
速
か
に
牧
凝
限
界
に
到
達
す
る
。
こ
'
誌
に
穀
物
の

市
場
生
産
は
自
然
に
全
く
停
止
す
る
。
少
く
と
も
チ
ウ
ネ
ン
に
於
て
は
三
岡
式
よ
り
も
っ
と
粗
放
な
市
揚
向
穀
物
生
産
組
織
は
問
題

と
た
っ
て
居
ら
ぬ
。

肥
料
供
給
の
増
加
に
よ
り
士
地
の
肥
沃
皮
を
一
定
以
上
増
大
す
る
と
す
れ
ば
、
穀
草
式
で
は
牧
穫
物
の
伏
穀

(
F
R
O
『
ぢ
呂
)
を
見

る
こ
と
与
な
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
十
、
需
要
の
増
大
左
交
足
せ
ん
が
た
め
に
、
穀
物
生
産
量
を
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ね
と
す
れ
ば
、

技
術
上
輪
栽
式
に
移
行
す
る
こ
主
に
よ
り
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
チ
ウ
ネ
ン
の
孤
立
園
内
に
於
て
は
、

と
の
経
持
方
式
は
そ
の
占
む

ぺ
き
立
地
を
持
た
友
い
。
と
い
ふ
の
は
輪
栽
式
は
チ
ウ
ネ
ン
の
一
仮
定
し
た
肥
沃
度
を
超
え
た
一
定
肥
沃
度
を
前
提
し
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
る
。

と
L
で
五
口
々
は
と
の
法
則
が
種
々
の
肥
沃
度
に
よ
り
蒙
む
る
所
の
種
々
の
重
要
な
る
愛
形
に
就
て
観
察
し
よ
う
。
五
日
身
は
チ

ウ
ネ
Y

止
共
に
肥
沃
度
一
定
の
偲
定
を
と
く
。

四

E回目，'S in Honor of T. N (in Economics， Sociology and the modern ¥'" C'lrl il 
Carver 1935， p. 171-183). 
Th.iinen; :1.. a. O. S. 116. 115頁-I16買
Thunen; a. a. O. S. 54-55. 45頁-46頁

a. a. O. S. 127-30. 124頁-125頁
Thunen; a. a. O. S. 225. 216頁
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第
一
鑓
形
。
牧
穫
遁
減
法
則
は
肥
沃
な
る
土
地
に
於
て
は
然
ら
ざ
る
土
地
に
於
け
る
よ
り
も
遥
か
に
蓮
れ
て
作
用
す
る
。
肥
沃
度

を
異
に
す
る
場
合
に
於
て
、
穀
草
式
及
び
三
園
式
よ
り
得
ら
れ
る
地
代
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

肥

沃

度

(
ケ
ル
ネ
ル
}

-b 

四
・
茸

ム
ノ、

主E

O 

九

i¥. 

穀

7哲

~ 

Cコ
I~ 

4三ザ

タ~7
E よ

νJμ  

Jレ

区昌

三三L

"" 
プ哲

哉

一一六八六回

A
2
|
五
八
八

さ一六五五一五

Z

歪

l国
八
=

一三口
l
回五五

式

シ
エ
ヅ
フ
エ
ル

一C
S
l
z一
八
一
八
四
五
三
五
四

タ

νLM

こ
れ
よ
り
推
論
す
れ
ば
、
殺
慎
一
定
な
る
と
き
‘
由
児
度
高
き
肥
え
た
土
地
は
穀
草
式
に
よ
り
、
望
皮
低
く
病
せ
た
土
地
は
三
岡
式

間

耳目四司一口口

.. 週

三... 
ヨ丘

プω

司王
立主

六
九
六
一
三
七

一
回
口
|
員

式

に
上
り
、
共
に
合
理
的
に
利
用
せ
ら
れ
る
。

ブ
イ
事
者
一
シ
エ
ツ
7

エ
ル
の
偵
格
を
一
タ
l
レ
ル
と
し
、
耕
地
の
肥
沃
度
が
殺
草
式
で

六
時
一
一
一
ケ
恥
ネ
ペ
一
一
一
四
川
丸
一
r
E
-
一一

F
L
ネ
ル
内
牧
机
税
率
を
凶
作
っ
と
す
れ
ば

ハゴ
1
コ
杢
k
Z
H
J
件、、ハレ-〉
L
b
1
)
、

t
'
I
J
1
h
v
も不
d
q

一ノ一
γ
J
v
d
J
、、
C
A
H
J
r
l
:

'-一、ノ

HA
い
LWI

P
J泊

1
ρ
v
s
i
w必
l
l
ι

同
一
で
あ
る
。

し
か
し
高
き
塑
度
に
於
て
は
牧
穫
遁
減
法
則
の
作
用
は
お
く
れ
、
低
き
望
度
の
場
合
は
建
か
で
あ
る
。
輪
栽
式
を
導

入
ナ
る
前
提
を
な
す
も
の
も
よ
り
大
友
る
土
地
肥
沃
度
で
あ
る
。
土
地
肥
沃
度
の
大
友
る
時
に
の
み
、

る
特
徴
、
即
ち
休
閑
耕
の
廃
止
が
行
は
れ
得
か
。
貧
弱
な
肥
沃
度
の
土
地
、
従
っ
て
低
い
牧
穀
卒
の
土
地
で
あ
れ
ば
、
た
と
へ
穀
債

乙
の
経
営
方
式
の
最
重
要
な

が
最
高
で
る
っ
た
と
し
て
も
休
閑
耕
の
臨
時
止
は
合
理
的
で
は
た
い
。
非
常
に
肥
沃
左
土
地
で
は
盟
皮
が
ま
す
と
共
に
、
牧
穫
は
或
罰

迄
恐
ら
く
は
正
比
例
的
に
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
優
れ
た
土
地
性
質
に
あ
っ
て
は
、
牧
穫
遮
減
法
則
の
停
止
を
驚
ナ
可
能
性

が
存
ず
る
。
併
し
占
な
が
ら
土
地
に
植
物
柴
養
分
を
給
興
す
る
上
に
は
、
越
ゆ
る
を
得
た
い
限
界
が
催
物
の
本
性
中
に
認
め
ら
れ
る
。

邸
ち
「
土
地
が
植
物
牧
穫
の
最
高
度
忙
達
し
得
る
程
の
肥
力
を
も
っ
と
き
に
は
.
肥
料
の
そ
れ
以
上
の
追
加
は
す
べ
て
作
用
し
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
穀
物
の
伏
穀
(
宮
古
長
。
『
ロ
)
従
っ
て
牧
穫
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
む
し
ろ
有
害
で
さ
へ
あ
る
凶
」

「
疎
立
図
」
に
於
け
る
牧
穫
選
減
法
則

第
四
十
四
巻

第
四
競

一O
九

五
九

Thunenパ・ 3. O. S. 1I8. 1I8頁-II9:g[
Thunen; a. a. O. S. 222， 213頁
Thunco; a. a. O. S. 133・128頁
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寸
孤
立
岡
」
に
於
け
る
牧
穫
遮
減
法
則

有，

jし

O 

第
四
十
四
巻

第
四
披

チ
ウ
ネ
ン
の
行
へ
る
メ
ク
レ
ン
プ
ル
グ
の
穀
草
式
と
ベ
ル
ギ
ー
の
輪
栽
式
と
の
比
較
は
興
味
あ
る
数
牢
例
を
提
供
し
て
ゐ
る
。

ル
ギ
1
輪
栽
式
の
組
収
円
借
は
穀
車
・
式
と
比
較
し
て
遥
か
に
大
で
あ
る
。
牧
穀
率
一

0
・
五
ド
ハ
ケ
ル
ネ
ル
と
し
て
、
メ
タ
レ
ン
プ
ル
グ
粧

営
の
地
代
は
ベ
ル
ギ
ー
に
封
し
て

一
O
O針
一
七
四
で
あ
る
が
、

と
の
耐
者
の
粗
牧
径
の
比
は
一

O
O封
一
一
一
六
と
た
っ
て
居
る
。

、、

ベ
ル
キ

1
農
耕

ω
よ
り
大
友
る
地
杭
は
成
科
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
タ
と
同
一
出
獄
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
一
幽
一
E

度
の
耕
地
か
ら

得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
気
候
‘
土
壌
、
作
付
順
序
、

ベ
ル
ギ
ー
へ
の
同
氏
性
等
が
、
ベ
ル
ギ
ー
農
業
の
ふ
け
川
い
牧
谷
K
畿

川
か
の
作
川
を
双
ナ
ト
ド
せ
よ
、

〉
一
M
L

二
:
，

〉
昨
川
河
川
口

i

よ
/
、
1
k
て
4
J

、
F
L
U
イ』
J
1
4
9孔

v
v
h

寸
(
て
の
位
の
忌
れ
た
作
間

-
1

一

l
i
l
i
-
-
ー
に
ベ

R
ド
?
?
?
引

1
1
!
?
i
l
F一一

i

一

:

」

H
H
J
J
士
一
U
H五
日
ι
J人
4
北
メ
ル
必
点
目
寸
寸
佐

J↑
町

L

と
雌
左
も
収
益
を
高
め
凶
作
ね
で
あ
ら
う
。
か
く
て
土
地
が
肥
沃
で
た
ぐ
在
る
彩
、
集
約
的
な
ベ
ル
ギ
ー
に
於
て
は
次
去
の
示
す
如
〈

盆
と
速
か
に
純
牧
益
は
消
滅
す
る
。

(
ケ
ル
ネ
ル
)

肥

沃

度

十
高
平
方
ル

1
ト
に
つ
き

ベ

ル

ギ

ー

一
0
・
五
六

O 

-!; 

ムノ、

プL

五・
4

ハ八

ノ、、

二
七
七
九
タ
!
レ
ル

一六
O
O
タ

l

レル

一
四
六

O

四
二
九

一
八
九
0
・六

一一一=一・六

一
三
二
一
・
一
一

八
一
八
・
ニ

七
五
一
・
入

五
一
二
・
八

一
八
二
・
川

O 

メ
タ
レ
シ
プ
ル
グ

二

O
九
・
凶

O 

輪
栽
式
経
営
は
塑
度
一
両
き
土
地
を
高
度
に
利
尉
ず
る
上
に
は
、
す
ば
ら
し
い
方
式
で
る
る
が
、

こ
の
方
式
は
同
時
に
震
度
低
き
士

地
に
於
て
は
他
の
経
管
方
式
に
よ
る
と
き
生
や
る
と
と
あ
る
べ
き
純
牧
益
を
消
滅
せ
し
め
る
手
段
と
化
す
る
。
よ
り
よ
き
土
質
を
持

つ
よ
り
大
た
る
肥
沃
度
は
、

よ
り
劣
れ
る
土
質
を
封
つ
よ
り
小
な
る
肥
沃
度
の
土
地
段
階
で
は
起
り
得
ね
収
穫
越
減
法
則
の
、
作
用

停
止
を
許
す
如
く
に
さ
へ
見
え
る
。
更
に
重
要
な
る
粧
替
の
集
約
化
は
放
牧
地
利
川
の
代
り
に
家
主
聞
を
会
制
す
る
と
と
で
お
る
叫
向

今
一
の
経
皆
集
約
化
方
法
手
し
で
は
、
穀
物
収
穫
後
の
刈
田
へ
第
二
の
作
物
、
例
へ
ば
高
…
者
と
か
ア
ス
メ
ラ
ガ
ス
等
を
作
る
こ
と
も " r、、

Th.unen; a. a. O. S. 142 ff. 138頁以l'
Thunen: ". a. O. S. '44-5. 140頁
Vgl.， Thunen; a. a. O. S. 140. 136J[ 
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る
げ
ら
れ
る
c

か
〈
同
一
の
農
耕
組
織
中
K
於
て
も
集
約
的
経
侍
を
可
能
な
ら
し
め
、
比
較
的

粗
放
な
経
替
方
式
の
代
り
に
集
約
的
経
緯
門
方
式
を
と
り
制
作
る
様
に
す
る
。
今
や
農
業
者
は
技
術
的
に
は
恐
ら
く
よ
り
優
れ
た
改
良
と

よ
り
大
な
る
肥
料
給
輿
と
に
よ
り
土
地
の
肥
沃
度
を
高
め
得
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
上
述
の
如
〈
-
改
良
は
涯
減
ず
る
牧
穫
を
粛

土
地
肥
沃
度
が
相
首
大
で
あ
れ
ば
、

し
、
肥
料
増
投
は
牧
穫
物
の
伏
穀
を
祐
川
市
し
、
(
〔
誕
生
向
。
ヨ
)

劣
等
品
質
の
作
物
し
か
収
穫
し
得
ぬ
こ
と
、
左
る
。
か
〈
て
肥
沃
左

土
地
に
於
て
は
牧
礎
遁
減
法
則
の
事
墜
は
清
せ
た
土
地
に
於
け
る
程
遠
か
に
作
用
せ
ね
に
し
て
も
、
肥
沃
な
土
地
も
途
に
は
此
の
法

則
の
重
座
を
逸
れ
や
、
肥
沃
な
ら
ざ
る
上
地
を
上
り
良
き
段
階
の
土
地
に
い
向
め
る
上
に
は
、
絶
封
的
な
一
定
限
界
の
存
ず
る
こ
と
を

知
っ
た
。

第
一
一
の
牧
磁
地
滅
状
則
の
吋
淀
川
加
は
加
政
的
州
市
凶
作
物
よ
り
集
約
的
農
作
物
へ
て
あ
る
。

-〉
I

〉

ミ

1
〉

j
一
日
、
l

、
2
f一
t
J
J

印
ゅ
よ
し
グ
一
泊
仲
仇
刊
坪
〕
れ
よ
り

k¥竹
泊
九

の
利
用
方
法
よ
り
も
よ
り
小
さ
な
牧
銃
し
か
事
げ
制
作
ぬ
か
、
或
は
全
然
牧
訴
を
あ
げ
得
左
い
様
な
一
定
結
に
迄
建
す
る
こ
と
が
あ

る
。
併
し
穀
作
は
唯
一
の
土
地
利
用
方
訟
で
は
た
い
か
ら
、
仙
川
穫
作
物
の
栽
培
に
移
る
こ
と
に
よ
り
よ
り
向
い
純
牧
毎
を
あ
げ
る
可

能
性
が
あ
る
。

し
か
も
単
に
穀
作
に
叫
制
し
て
の
み
な
ら
?
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
土
地
利
用
に
針
し
で
も
、

チ
ウ
ネ
ン
は
牧
穫
遁

減
法
則
の
作
用
そ
認
め
、
之
を
主
張
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
都
市
の
近
傍
に
於
て
は
、
そ
の
生
丙
に
、
ま
た
都
市
へ
の
輪
訟
に
刊
に

千
ウ
ネ
ン
は
か
L
る
農
産
物
と
し
て
、
馬
鈴
薯
栽
汚
及
び
林
業
を
あ
げ
て
庶
る
。
こ
の

高
い
出
費
を
妥
す
る
農
産
物
が
作
ら
れ
る
。

場
合
平
一
一
経
替
と
し
て
の
穀
物
生
産
は
消
滅
す
る
。
穀
作
は
た
だ
最
集
約
的
方
式
(
輪
栽
式
並
び
に
自
由
式
)
に
上
旬
、
し
か
も
一
定

の
商
業
用
並
び
に
飼
料
用
植
物
、
肥
料
獲
得
の
た
め
の
養
畜
と
い
っ
た
も
の
と
結
合
し
て
輯
け
ら
れ
る
。
ト
ぃ
地
利
則
の
京
臨
は
隠
鈴

事
栽
培
と
林
業
と
に
置
か
れ
る
。

寸
孤
立
閥
」
に
於
け
る
牧
穫
逓
減
法
則

五
1L 
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四
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「
孤
立
閥
」
に
於
け
る
牧
穫
遁
減
法
則

第
四
十
四
巻

五
九
四

第
四
貌

既
に
穀
作
に
針
し
で
も
長
だ
大
な
る
影
響
を
及
し
た
都
合
よ
り
の
距
離
は
、
林
業
に
針
し
て
は
輸
な
さ
る
べ
き
林
焼
物
心
容
積
の
大
な
る
た
め
に
、

著
し
〈
そ
の
重
要
性
を
ま
す
。
木
材
需
要
の
噌
大
に
臆

C
て
林
業
は
横
訴
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
。
と
こ
ろ
が
都
市
近
傍
の
地
域
は
、
木
材
債
格
の
鋒
程
の

騰
貴
が
な
け
れ
ば
、
生
産
の
噌
加
に
よ
っ
て
、
需
要
権
大
を
充
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
D

木
材
生
産
に
後
明
や
改
良
が
行
は
れ
て
、
需
要
を
満
足
せ

し
め
る
な
ら
ば
別
で
あ
る
が
、

b

L
る
技
術
進
歩
は
「
孤
立
図
」
で
は
坂
扱
は
れ
て
居
ら
ね
。
蓋
し
林
業
に
於
て
は
技
術
遊
歩
白
及
ぼ
す
影
響
は
比
較
的

保
少
で
あ
り
、
従
づ
て
こ

L
で
も
亦
牧
穫
遮
減
訟
則
自
作
用
は
特
に
決
定
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
即
ち
「
若
い
木
内
一
成
長
、
例
へ
ば
若
い
タ
ン
ネ

の
成
長
を
観
察
す
る
な
ら
ば
次
回
こ
止
が
後
見
せ
、
b
れ
る
で
あ
、
白
う
。
印
ち
二
年
目
の
タ
ジ
ネ
回
木
は
脊
積
か
、
U
4
己
目
っ
て
一
年
同
の
そ
れ
に
多
分
十
倍

も
大
で
あ
ら
う
。
又
一
一
一
年
間
に
は
二
年
目
の
七
倍
の
大
い
さ
と
な

b
う
竿
h
o

か
様
に
し
て
樹
木
め
年
酢
々
の
成
長
は
、
，
t
わ
が
が
慨
に
持
つ
一
て
ゐ

L
ム
存
関

山
判
制
ぺ
μ

の
も
の
で
じ
な
く
，
，
F
h

り
何
杭
に
ら
J
る
で
庇
ら
っ
。
一
定
年
数
f
り
』

i

樹
木
も
そ
四
谷
積
か

ι一
百
円
て
純
釘
的
唱
大
は
見
る
が
、
相
封

的
帯
大
、
印
ち
樹
木
の
令
特
積
に
劃
す
る
年
々
の
棺
加
分
は
減
少
す
る
。
年
々
の
帯
加
分
は
]
一
初
、
或
は

1
一
ω
之
一
も
漸
吹
低
下
し
て
行
〈
。
と
の

ζ

と
は
車
に
個
々
の
樹
木
に
妥
常
す
る
り
み
な
ら
ず
、
例
々
の
樹
木
の
集
合
、
印
ち
全
林
業
直
に
も
安
常
す
る
。
」
従
勺
て
木
村
の
欣
盆
が
栂
大
に
建
し
、

そ
れ
以
上
の
牧
盆
を
間
帯
げ
ん
と
す
れ
ば
、
合
期
的
艇
替
は
不
合
瑚
的
経
轡
に
韓
化
ず
る
黙
が
生
ず
る
。
チ
ウ
ネ
シ
は
年
々

D
相
封
的
品
明
大
が

1
一
初
迄

低
下
し
た
時
が
、
樹
木
成
長
の
栂
大
な
り
と
考
へ
る
o
従
ワ
て
紹
封
的
最
高
材
木
牧
盆
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
手
を
加

へ
、
成
長
せ
し
め
る
こ
止
は
愈
々
損
失
を
大
に
し
、
そ
れ
に
投
下
せ
、
b
れ
た
資
本
並
び
に
、
努
働
の
牧
盆
は
益
々
減
少
し
て
行
〈
。
「
こ
の
時
木
材
が
建

築
用
材
で
あ
れ
ば
、
一
一
日
ふ
迄
も
な
〈
、
一
定
の
強
度
と
長
さ
と
を
持
た
ね
ば
な
ら
向
。
従
っ
て
薪
材
よ
り
は
長
い
期
間
を
要
し
、
費
用
は
大
と
な
る
。

従
っ
て
よ
り
高
い
債
格
で
な
け
れ
ば
引
合
は
ぬ
が
、
同
時
に
償
伎
の
小
な
る
薪
材
よ
り
大
な
る
斡
訟
に
た
へ
る

J
建
築
用
材
の
府
物
は
建
築
用
材
と
し

で
も
薪
材
と
し
て
も
、
都
市
へ
の
距
離
遠
き
た
め
、
執
怠
さ
れ
得
な
い
。
併
し
こ
の
屑
物
を
炭
化
し
て
鱈
比
読
の
物
質
に
慶
へ
る
な
ら
ば
、
と
白
木
裁

は
何
ほ
有
利
に
都
市
に
総
選
き
れ
る
o

こ
れ
工
業
と
結
合
し
て
土
地
生
産
の
収
益
を
高
め
る
所
の
一
の
興
味
あ
る
例
で
あ
る
。

兎
に
角
チ
ウ
ネ
ン
に
よ
れ
ば
林
業
は
木
材
。
大
な
る
輪
法
費
O

た
め
に
都
市
の
近
〈
で
の
み
緩
替
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
都
市
の
近
傍
で

の
み
輝
傍
せ
ら
れ
得
る
集
約
的
穀
作
経
替
と
競
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
中
問
題
は
穀
作
及
び
林
業
よ
り
も
よ
P
有
利
な
農
産
物
が
な
い
か
否
品
で
あ

る
。
チ
ウ
ネ
ン
は
か

L
る
農
産
物
と
し
て
馬
鈴
薯
を
あ
げ
て
居
る
J

五
・
七
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
の
馬
鈴
薯
の
生
産
に
は
、
ラ
イ
葬
一
シ
品
ツ
フ
孟
ル
を
作
品

に
要
す
る
労
働
支
出
ほ

E
も
恥

L
b
ぬ
。
そ
し
て
三
シ
エ
ツ
フ
Z

ル
の
馬
鈴
薯
の
柴
養
償
値
は
一

u
z
ツ
フ
エ
ル
の
穀
物
の
そ
れ
に
等
し
い
。
穀
物
と

馬
鈴
専
問
の
牧
穫
費
用
自
比
は
一

0
0劃
一
六
四
で
あ
る
。
か
ふ
る
注
目
ナ
ペ
き
作
物
、
即
ち
そ
の
牧
盆
は
非
常
に
大
で
あ
り
、
そ
の
普
及
は
農
業
粧

品
田
に
犬
同
盟
草
を
起
し
得
る
如
き
農
産
物
栽
靖
は
あ
ら
ゆ
る
朕
態
目
下
で
有
利
で
あ
ら
う
か
。
馬
鈴
馨
栽
培
に
よ
り
て
土
地
か
ら
奪
は
れ
た
祭
養
素
の
補

Thunen; 3，. 3，. 0目 s.'93 ff. ，86買-，87買
Thunenパ a.o. S. '96. r88頁.-189頁
Thunen; 3. a. O. S. 203・195頁
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充
に
閲
し
て
は
一
一
局
鈴
裏
匡
は
比
放
牧
国
の
生
産
す
る
肥
料
量
を
必
要
と
す
る
。
こ
り
必
要
な
る
肥
料
は
自
己
綾
管
内
で
生
産
さ
れ
る
か
、
或
は
都
市

盟

か
ら
購
入
さ
れ
る
。
肥
料
。
自
己
生
産
の
場
合
地
代
は
甚
し
〈
小
で
あ
る
。

O
哩

十
高
平
方
ル
ー
ト
山
品
目

一
三
四
一
一
タ

1
レ
ル

タ

七
夕

四

九
・
=
一
タ

七
四
六
二
ク

林
業
同
四
噌
離
札
た
所
で
は
馬
鈴
薯
栽
培
よ
り
も
よ
り
大
な
る
地
代
主
資
す
か
ら
し
て
、
こ

L

で
は
馬
鈴
薯
栽
培
は
林
業
に
譲
ら
ね
ば
な
、
b
な
い
。

都
市
か
ら
肥
料
を
購
入
す
る
総
俸
に
あ
っ
て
は
事
情
は
金
〈
具
る
o
骨
加
ナ
る
費
用
(
肥
料
。
隣
人
並
に
之
が
農
場
へ
白
輪
選
)
に
謝
し
て
は
、
そ
り
愛

用
に
比
し
て
遺
品
に
大
な
る
牧
盆
が
督
さ
れ
る
。
こ
り
場
合
著
し
く
大
な
る
面
積
に
馬
鎗
事
が
栽
培
さ
れ
得
る
品
、
b
、
こ
の
収
益
帯
大
は
次
白
如
一
く
著

し
、
。
し
M

・

一
一
八
九
九
。

一
一
六
五
タ

O 

O 
n里

タ

ク

Vg 
;:;. 

--
タ

二
九
八

O
八
タ
ー
ン
ル

"" 

二
H

二
明
、
ィ

二
日
-
一
一
ア
ク

一~正
14川
吋
タ

{

-

一
二

U
司↓

L
少

一

ノ

日

ノ

一

か
〈
で
尉
鈴
薬
栽
崎
は
疑
も
な
〈
枚
穫
源
一
減
法
則
に
封
ず
る
有
放
な
緩
和
策
と
な
っ
て
居
る
。
併
し
こ
れ
に
も
、
法
則
自
世
に
よ
り
一
定
の
最
高
限

界
を
有
す
る
こ
と
は
チ
ウ
宇
ン
の
次
の
命
題
よ
り
明
品
で
あ
る
o
印
ち
「
都
市
に
於
け
る
馬
鈴
事
需
要
が
甚
だ
大
で
あ
っ
て
、
と
の
需
要
を
満
足
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
債
格
が
ラ
イ
委
憤
値
の
一
一
一
分
。
一
以
上
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
穀
物
は
馬
鈴
薯
よ
り
低
廉
な
る
金
潤
日
間
と
な
る
で

あ
ら
う
。
そ
し
て
馬
鈴
薯
D
消
費
ほ
甚
だ
し
く
制
限
せ
、
b
れ
、
迭
に
債
格
は
ま
た
ラ
イ
装
備
絡
の
三
分
の
一
に
迄
低
落
す
る
で
あ
、
b
う
」
。

最
後
に
孤
立
図
と
現
貨
と
の
比
較
に
於
て
始
め
て
問
題
と
せ
ら

ιて
屑
る
商
用
作
物
に
つ
い
で
見
ょ
う
ジ
商
用
作
物
は
牧
穫
遁
減
法
則
の
停
止
に
役

立
つ
敢
に
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
テ
ウ
宇

ν
に
よ
れ
ば
商
用
作
物
は
土
地
か
ら
栄
養
分
を
甚
だ
し
く
吸
牧
ず
る
か
ら
、
か
〈
引
き
出
さ
れ
た
栄
養
分
を

快
復
す
る
た
め
に
は
、
庚
き
地
積
を
必
要
と
す
る
、
そ
れ
故
都
市
あ
ら
離
れ
て
栽
培
さ
れ
ね
ば
な
、
b

ぬ
。
そ
し
て
穀
物
を
栽
培
す
る
と
す
れ
ば
、
伏

穀
(
同
ゐ
問
。
件
。
自
)
を
結
呆
す
る
裡
多
〈
心
植
物
築
養
分
を
持
っ
た
肥
沃
な
土
地
が
必
要
で
あ
る
。
却
ち
寸
大
抵
の
商
用
作
物
は
土
換
の
注
意
深
き
耕
作
、

肥
料
、
根
寄
、
除
草
等
に
よ
り
相
官
に
多
〈
の
必
働
を
英
ナ
る
が
、
こ
れ
は
耕
作
百
様
。
大
さ
に
比
例
し
て
、
収
穫
の
大
き
に
は
比
例
し
な
い
、
そ
し

て
肥
沃
な
土
壌
り
大
な
る
牧
穫
は
貧
弱
な
る
土
壌
り
小
な
る
牧
穫
よ

H
も
録
分
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
僅
少
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
作
物
。
栽
地
は
、

穀
物
で
は
伏
穀
を
賛
し
て
肥
沃
す
ぎ
る
様
な
土
壌
に
針
し
て
の
品
有
利
に
行
は
れ
得
る
。
」
掛
か
る
土
地
に
於
て
向
周
作
物
。
栽
培
は
大
な
る
労
働
支
出

「
孤
立
岡
」
に
於
け
る
牧
穫
週
減
法
則

第
四
十
四
巻

五
九
五

第
四
貌

ThUnen; a. a. O. S. 205. 196頁
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「
孤
立
岡
」
に
於
け
る
牧
穫
週
減
法
則

第
四
十
四
巻

第
四
貌

一
一
回

五
九
六

、
、
.

に
よ
り
穀
物
生
産
よ
り
も
よ
町
大
な
る
牧
径
を
あ
げ
る
ζ

と
が
由
来
る
。
例
へ
ば
メ
タ
レ
ン
プ
ル
グ
に
於
て
は
、
柴
穂
栽
時
は
多
く
の
農
家
を
寓
裕
な
ら

し
め
る
根
源
で
あ
n
h
J

泥
炭
土
壌
と
相
候
っ
て
農
地
の
小
作
料
及
び
一
貫
買
傾
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
原
動
カ
を
な
す
。
商
用
作
物
の
生
産
費
用
は
、
穀
物

で
評
慣
さ
る
べ
き
支
聞
が
多
い
た
め
に
、
解
せ
た
土
地
に
於
て
は
穀
償
が
た
主
へ
俊
廉
で
あ
る
3

と
し
て
も
、
商
用
作
用
は
栴
せ
て
ゐ
な
い
土
地
で
栽
培

さ
れ
る
。
何
故
な
ら
蕊
で
の
み
、
必
要
な
大
さ
の
土
地
肥
校
度
が
見
印
さ
れ
る
か
ら
。
特
に
致
ふ
る
所
多
吉
ば
班
麻
の
例
で
あ
る
。
亜
麻
の
生
産
費
は
、

郡
布
附
近
で
は
直
航
が
土
地
か
ら
事
だ
大
な
る
柴
養
分
を
吸
収
す
る
た
め
に
大
で
あ

p
、
従
っ
て
都
布
」
切
離
れ
た
農
地
が
斑
麻
を
低
販
に
生
産
す
品

出

こ
止
が
問
燕
る
。
こ
れ
は
次
表
に
よ
り
分
明
ず
る
。

c 
11型

仁:l

l¥ .. 
~; 

存

時

制

昭

二
阜
市
利

ntf
軒
府
作
桂
一
一
一

C
劃
グ

l
レ

ル

一

匹

λ
b
y

若

L
斑
麻
が
直
に
亜
麻
布
に
加
工
さ
れ
る
な
ら
ば
、
遠
隔
な
る
農
地
の
牧
袋
は
何
大
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
蕊
で
は
勢
働
及
び
穀
物
白
債
格
は
低
廉

で
る
そ
雲
監
仰
の
繋
出
費
は
亜
麻
に
比
し
て
比
較
的
僅
少
で
あ
る
か
弘

距

離

O
昭

一

Ohy

二
八
タ

亜
麻
二
四

O
O封
皮
か
ら
製
遣
さ
れ
た
麻
布
傾
椅

一O
五
三
ダ

1
レ

ル

八

一

ニ

八

ク

五

O
五
ρ

と
れ
よ

p
、
多
〈
の
工
業
が
よ
り
低
廉
に
生
産
さ
れ
得
る
農
村
に
移
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
み
」
が
略
諭
せ
ら
れ
る
。
従
ワ
て
中
央
都
市
か

ι離
れ
て
、

よ
り
小
さ
な
新
し
い
都
市
が
成
立
し
、
孤
立
閣
の
形
態
に
現
化
を
興
へ
、
孤
立
閣
か
ら
現
賃
ヘ
ム
」
接
近
す
る
。
現
貸
に
首
都
の
外
に
各
図
内
に
存
在
す

間

る
よ
り
小
さ
な
都
市
は
、
そ
の
隣
接
地
を
以
て
自
己
の
需
要
を
み
た
す
正
と
ろ
の
「
自
己
地
域
」
を
形
成
す
る
。
而
し
て
大
都
市
の
穀
物
需
要
は
小
都
市

附
近
の
土
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
生
産
物
に
よ
り
充
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
小
都
市
町
穀
物
債
絡
は
大
都
市
穀
物
債
格
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
こ

の
事
も
亦
牧
穫
逓
減
法
則
の
一
の
現
は
れ
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
0

・
か
の
法
則
は
正
に
会
農
業
経
替
を
支
配
す
る
。
肥
料
給
興
、
努
働
集
約
化
、
細
胞
替
方
式

の
選
樺
等
は
こ
の
摩
力
の
下
に
あ
り
、
穀
債
及
び
努
銀
が
夫
々
適
砕
同
な
る
高
さ
を
得
て
、
は
ピ
め
て
合
理
的
解
轡
と
し
て
の
集
約
的
経
替
が
成
立
ち
得

る
の
で
あ
る
。

司

-

土
開
戸
写
ム
，
4
y

と
の
法
則
は
更
に

の
揖
波
形
争
受
け
る
。

即
ち
農
業
経
替
が
工
業
経
脇
陣
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

と

の

法

則

の

作

用

は

弱

め

ら
れ
停
止
さ
れ
る
。
亜
麻
栽
培
と
亜
麻
布
製
法
と
の
結
合
、
及
び
薪
材
屑
を
木
炭
に
化
す
る
こ
と
は
既
に
そ
の
例
と
し
て
る
げ
た
。
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乙

L
で
一
言
ず
べ
き
は
火
洞
醸
造
で
あ
る
。
「
穀
物
は
畜
産
固
か
ら
は
、
運
搬
費
が
あ
ま
り
高
く
つ
く
の
で
都
市
へ
輪
治
さ
れ
左
い
。

し
か
[
穀
物
を
債
格
の
割
合
に
運
搬
費
を
要
す
る
と
と
少
き
製
浩
口
聞
に
時
党
形
す
る
た
ら
は
、
農
業
は
こ
の
閏
の
比
較
的
近
い
部
分
で

有
利
に
経
皆
せ
ら
れ
得
る
。
か
〈
の
如
き
製
浩
口
聞
の
一
は
火
沼
で
る
る
。
蓋
し
百
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
の
ラ
イ
萎
か
ら
得
ら
れ
る
酒
精
は

一
ア
イ
萎
二
十
五
シ
ヱ
ツ
フ
ヱ
ル
の
貫
量
を
も
存
し
て
ゐ
友
い
の
で
る
る
。

そ
の
上
醸
治
糟
は
家
畜
飼
養
に
趨
営
で
あ
る
。

と
誌
で
は

努
働
は
低
廉
で
あ
る
が
、
更
に
必
要
穀
物
を
低
廉
に
生
産
せ
ん
が
た
め
に
、
穀
物
は
粗
放
経
瞥
に
よ
ら
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
大
酒
醸

治
と
養
畜
と
は
そ
れ
故
一
都
市
か
ら
三
了
五
哩
の
距
離
に
於
て
ち
向
地
代
宇
一
生
む
、
と
れ
に
反
し
て
穀
物
販
賀
を
目
的
と
す
る
三
岡

式
農
業
の
泊
代
は
都
市
よ
り
一
三
・
五
哩
で
一
元
日
に
蹄
寸
る
o」

市
川

何
芋
白
導
入
も
農
地
心
純
収
益
在
十
世
た
高
め
侍
る
が
、
こ
れ
と
で
こ
の
法
則
的
京
州
聞
を
股
し
符
ね
〉
工
一
は
、
チ
ウ
ド

γ
，
m
J州
立
閥
L

叩
策
二
版
で

u

w版
本
一
仁
川
川
手
心

J

F
凡
渋
し
に
つ
じ
)
出
川
つ
れ
多
〈
の
ご
L
e
h
r
自

b
取
消
し
て
ゐ
品
に

J
っ
て
も
明
か
で
あ
ら
う
c

裂
す
あ
に
4
7
4
」
地
生
産
は
牧
穫

逓
減
法
則
の
下
に
あ
り
、
農
業
経
轡
の
集
約
度
は
生
産
物
の
債
格
、
土
地
の
佼
置
及
び
肥
沃
度
に
依
存
ナ
る
。
債
格
が
低
い
程
、
位
置
が
恵
ま
れ
ざ
る

程
肥
沃
度
が
低
い
程
益
々
線
替
は
粗
放
と
な
る
。
印
税
管
の
集
約
度
の
生
産
物
債
格
へ
り
依
存
性
は
特
に
ラ
イ
葬
に
つ
い
て
言
へ
ば
次
の
如
ぃ
。

債

格

了

五

タ

I

レ
ル

穀
草
三
岡
雨
式
の
半
径

そ
の
割
合

三
岡
式
の
み
白
宇
径

そ
の
割
合

一
・
O
五
タ

0
・六タ

一・六
r
/

一五
h
y

二
一
・
四
昭

六
二
%

四
・
六
地

一三

M

一
三
・
四
タ

五
四
タ

五
・
四
タ

六
・
ニ
タ

六
O

A

7

-
a / 

肥
沃
度
の
低
下
は
穀
備
の
下
落
に
比
し
て
集
約
的
耕
作
の
よ
り
甚
だ
し
き
退
行
を
来
ず
と
と
は
次
表
か
ら
知
ら
れ
る
。

肥

沃

度

九

タ

七

。

J

ハタ

市
場
内
穀
物
生

産
地
の
宇
径

一O
ケ
ル
ネ
ル

五
A
7

/Lq 

'" 

i¥ 

'" 

一
四
・
七
聞

-
ク

三
一
・
五
タ

一一一一・一一一ク

一. 
一ー
タ

二
八
・
六
タ

一一一一一・六ク

「
孤
立
図
」
に
於
け
る
牧
穫
逓
減
法
則

五
九
七

第
四
披

五

第
四
十
四
巻

Thunen; a. a. O. S. 275・269頁-270.f'I
Thunen; :l. a. Q. S. 277自. 271頁以下
Thunen; a. a. O. S. 287-8. 
Thunen; 3. 3. O. S. 392. 
Thunen; a. a. O. S. 395. 
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「
孤
衣
闘
」
に
於
け
る
牧
穫
遁
減
法
則

第
四
十
四
巻

宏
九
八

第
四
就

一
一
六

か
〈
の
如
〈
農
業
生
産
、
林
業
生
産
全
般
に
亙
っ
て
支
配
し
て
ゐ
る
牧
穫
逓
減
法
則
は
更
に
鏑
業
に
迄
擦
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
孤
立
国
」
に
於
て
チ

ウ
ネ

Y

の
問
題
』
す
る
の
は
金
銀
探
粥
の
み
で
あ
る
。
賞
金
属
生
査
の
困
難
凶
深
〈
掘
り
下
げ
ら
れ
る
に
従
っ
て
暫
大
し
、
あ
る
深
度
に
達
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
以
上
超
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
繍
物
生
産
の
披
援
は
農
業
と
同
様
に
生
産
物
の
債
格
が
生
産
物
の
生
産
費
と
均
衡
を
得
る
占
と
る

に
一
の
限
界
が
褒
見
せ
ら
れ
る
c
」
と
れ
と
反
針
に
工
業
を
支
配
す
る
生
産
法
則
は
全
然
呉
れ
る
も
の
O

様
で
あ
る
。
「
農
業
の
工
業
と
本
質
的
に
異
る

と
こ
ろ
は
偉
業
が
様
々
の
税
制
叫
白
土
地
の
上
に
級
替
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
同
一
の
人
聞
の
努
力
に
封
し
甚
だ
し
(
異
っ
た
生
産
物
量
を
以
て
報
ゆ
る
。
し

か
し
工
業
閉
じ
は
同
一
。
活
動
と
技
能
と
は
常
に
同
一
円
努
働
生
産
物
を
も
た
ら
す
。
一
従
っ
て
同
一
白
圃
雄
に
よ
り
帯
加
可
能
な
貯
と
、
品
哨
大
せ
る
悶
雑

の
下
で
の
み
明
灯
可
能
。
財
と
の
倒
的
構
成
に
は
注
目
ず
べ
き
い
乃
官
、
が
り
ら
は
れ
る
。
生
庄
が
司
一
円

J

山
以
肝
で
戒
阪
せ
い
リ
山
山
得
る
と
こ
ろ
の
向
口
市
リ
拡
が

に
道
具
は
、
そ
の
使
用
備
品
川
が
劃
何
に
生
産
債
格
を
超
え
て
ゐ
る
に
せ
よ
、
決
し
て
長
〈
生
庭
債
格
以
上
に
と
ど
ま
り
得
ぬ
。
反
之
、
費
用
の
智
大
に

よ
ワ
て
の
み
よ
り
多
く
の
数
量
が
生
産
せ
ら
れ
る
生
産
に
あ
っ
て
は
、
た
と
へ
ば
穀
物
で
は
生
摩
費
用
と
使
用
情
値
と
が
均
衡
を
保
っ
と
こ
る
宝
で
、

債
格
は
騰
貴
す
る
d
ま
さ
に
牧
穫
逓
減
法
則
の
結
岡
市
で
あ
る
。

英
国
に
於
け
る
十
九
世
紀
初
頭
心
穀
物
閥
枕
論
争
に
際

L
、
牧
穫
遁
減
法
則
が
理
論
上
の
中
核
を
な
し
た
こ
と
は
周
知
り
事
費
で
あ
る
。
北
V
イ
ツ

農
業
者
の
こ
の
論
争
に
謝
す
る
立
場
は
甚
だ
明
確
で
あ
る
。
常
時
英
閣
に
於
て
は
北
ド
イ
ツ
農
業
者
の
穀
物
輪
出
を
甚
だ
し
〈
恐
れ
て
ゐ
た
。
北
ド
イ

ツ
農
業
者
が
自
己
の
利
害
閥
係
の
た
め
に
、
関
税
の
反
針
者
に
よ
り
収
穫
遜
減
法
則
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
所
の
結
論
白

E
A
A
Y件
を
承
認
す
る
こ
と
は
、

最
も
存
易
な
こ
止
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
中
の
一
人
で
あ
る
チ
ウ
宇

y
に
つ
い
て
も
、
「
孤
立
闘
」
の
貿
易
を
論
干
る
諸
章
品
、
h
、
同
ピ
こ
と
が
安
官
す
る

と
言
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
彼
は
農
業
生
産
物
に
倒
し
て
は
明
か
に
自
向
貿
易
主
張
者
で
あ
る
。

五

チ
ウ
ネ
ン
は
か
く
牧
穫
涯
減
法
則
を
主
と
し
て
私
経
済
的
側
面
よ
り
明
確
に
認
識
し
、
来
礎
づ
け
、
根
本
的
に
考
へ
ぬ
い
て
ゐ
る
。

同
時
に
そ
れ
は
、
以
上
に
於
る
チ
ウ
ネ
ン
に
よ
る
法
則
の
絞
述
が
示
し
で
ゐ
る
様
に
、
後
の
時
代
が
法
則
に
閲
し
て
論
や
る
所
を
特

に
古
典
的
簡
潔
さ
を
以
て
翠
し
で
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
五
口
々
は
拙
劣
在
る
著
週
者
千
ウ
ネ

y
か
ら
法
則
に
つ
い
ず
皐
ぽ
ん
と
す
る

と
き
、
そ
の
深
き
洞
察
を
属
と
完
結
せ
る
結
論
、
或
は
数
接
的
公
式
の
中
か
ら
探
わ
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
故
に
こ
そ
牧

穫
逓
減
法
則
の
皐
読
史
上
に
占
る
べ
き
チ
ウ
ネ
ン
の
偉
大
友
る
位
置
が
屡
と
見
逃
が
さ
れ
る
と
と

L
な
る
の
で
あ
る
。

なキ
」
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